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小牧市環境基本条例　　第二次小牧市環境基本計画

1

平成３０年度以降

環境対策

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

市民の環境意識の高揚を図る

2

平成１６年度

環境交通

2

～

8

◆平成24年度実施内容

市民・事業者・市が協働して環境基本計画の重点施策を推進するために、平成16年6月に

発足した「こまき環境市民会議」に事業委託し、環境基本計画の具体的な取組みを実施す

る。市職員業務としては、市民会議事務局業務を行う。主な実施業務については、以下のと

おりです。

【イベント】

平成２４年４月１５日　「菜の花プロジェクト事業」（岩崎地内）

　　　　　　　８月４日「環境映画上映会」（あさひホール）

　　　　　　１１月１７日・１８日「環境フェア開催事業」（市民会館）

平成２５年２月２３日「こどもとおとなの環境会議」（東部市民センター）

【その他】

ホームページ維持管理事業、環境情報紙作成事業、環境家計簿普及事業

市民・事業者・市が協働して環境への具体的な取組みを推進するため、環境フェアなどを実

施する。
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従事者数

人件費

ホームページ維持管理事業、環境情報紙作成事業、環境家計簿普及事業

【平成24年度単年実施】

環境基本計画及び地球温暖化対策地域推進計画の見直しを実施し、第二次小牧市環境基

本計画の策定を行った。

◆平成24年度直接経費の内訳

環境基本計画推進事業委託料（1,618千円）

環境基本計画改訂委託料（5,155千円）

◆平成25年度直接経費の内訳

環境基本計画推進事業委託料（2,000千円）

直接経費

無

5,330

従事者数

1,600

その他職員

人件費

費

用

0

受益者負担

（手段）

対前年比

その他財源

3,732
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0

費用合計

2,132
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目標

実績

目標

実績
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目標

実績

目標

実績

12

H25

事業の

達成状況

市民・事業者・市が協働して環境への具体的な取り組み（環境フェア・こどもとおとな

の環境会議・環境映画上映会等を実施し、環境基本計画重点施策の推進を図ること

ができた。
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平平平平

成成成成
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年年年年

度度度度

のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

マンネリ化しつつある事業内容や活動方法を見直す必要がある。
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改改改改

善善善善

内内内内

容容容容

方向性の判定

方向性の判定

市民・事業者・市が協働して行う環境保全の配慮活動の範囲が狭くなる。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。イベントでの啓発など事業がマンネリ化して、効果の低いものと

なっていないか検証し、必要に応じて事業内容を見直すこと。

維　持

判　定　理　由

市民に環境への意識啓発を行う絶好の機会である各種イベントに、多くの市民が来

場してもらえるよう企画内容の充実等を図る。具体的には環境映画の題材の選択及

びPR方法の検討、環境フェアに人を呼び込む工夫の検討等。
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性性性性

２６年度以降

の改善案

市民・事業者・市が協働して環境への取り組みをさらに充実していくため、今後は参加

者を増員していき、内容を見直し、充実を図る。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

行政だけではなく、市民・事業者等が協働して環境への具体的な取り組みを推進する

ためには、継続した事業実施により、その協働の輪を広げていくことが不可欠なた

め。

判定理由

維　持

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


